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【要旨】 

正しい口腔機能の発達のためには、離乳期からの「正しく食べる」学習が欠かせ

ない。「正しく食べる」ことができていない子どもに多く見られるのが、口腔周

囲筋の力が弱く、口がポカンと開いた顔貌である 1）～6）。今回、口唇閉鎖が上手に

できない 2 歳 7 か月の女児の食事内容の分析と考察を行った。離乳開始から離

乳完了まで「5～6か月はポタージュ状」「７～8か月はプリン状」というように

養育者は月齢だけを追って離乳食を進めていくが、個人差の大きい歯の萌出や

口腔機能の発達に沿った食形態の選択はなされていない 1）-6）13）。その結果子ども

は、噛めないものは飲み込んでしまうということを覚えるのではないだろうか。

幼児期に覚えた不自然な食べ方は、不自然なまま生涯続くと考えられ、将来ある

子どもたちに「正しく食べる」ことを支援するために、口腔機能の発達の遅れや

誤った口腔機能獲得の原因を探る目的で今回研究を行った。 

 

Ⅰ．緒言 

小児歯科診療所において「口腔機能発達不全症」を呈する患者の多さに驚かされ

る。「口腔機能発達不全症」とは、「食べる、話す、その他の機能」が十分に発

達していないか、あるいは正常な機能獲得ができておらず、口腔機能の定型発達

において個人因子あるいは環境因子に専門的関与が必要な状態をいう 7）。診断

基準の「食べる機能」「話す機能」の問題で２つ以上に該当し「口腔機能発達不

全症」と診断される小児の来院は後を絶たない。口唇の閉鎖不全を呈するいわゆ

る「お口ぽかん」の小児は上口唇の力が弱いため嚥下時には下唇が挙上し緊張す

る 1）-7）。さらに口唇や舌筋の力が発語に大きく影響する パ・タ・カ・ラ・サ行

といったことばの発音は非常に不明瞭である 1）-7）。常に口が開いているため上

顎前歯は茶色の着色を伴い、歯肉は腫脹気味で口唇はカサカサの乾燥状態であ

る場合が多い。平成 27 年度乳幼児栄養調査結果からもこのような口腔機能の問

題を有する小児が増加していることは明らかである。小児が口腔機能発達不全

をきたすに至った背景および原因を食事記録から分析した 1例を報告する。 
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Ⅱ．対称者と方法 

１．対象者 

2 歳７カ月、女児。歯みがきを嫌がるという主訴で来院。 

両親と 6歳の姉との 4人家族。主養育者は母親（専業主婦） 

口腔内所見：上顎Ⅾ－Ⅾおよび下顎Ｅ－Ｅ萌出。 

開口、口呼吸、舌突出、低位舌、下口唇巻き込み 

嚥下時の過緊張。 

う蝕なし。身長 86 ㎝、体重 12 ㎏ 

 

２．方法 

食事を与えた時刻、献立と食材および子どもが食べたおおよその量を把握する

ため「お食事の記録」として養育者に 3日間の記入を依頼し、その記録から問題

点の分析を行った。 

 

Ⅲ．結果 

１．3 日間の食事摂取状況 

1 日目 

 

8：00   ・おにぎり（昆布・うめ）        子どものこぶし大 2 個 

 ・小松菜とコーンの卵とじ            3 口くらい 

 ・お味噌汁（豆腐・ねぎ・人参）           茶碗１杯 

 ・ミニトマト                      3 個 

・ゴールデンキウイ                            半分 

13：00    ・納豆巻き                                 半分 

  ・アメリカンドッグ                     半分 

      ・飲むヨーグルト                       1 本 

15：00   ・パピコ ぶどう味                      1 本              

         ・ハイレモン                         2 粒               

17：00   ・グミ                            2 粒          

18：00   ・ピザ（トマト、ピーマン、ツナ、コーン、ウインナー）  3 切れ          

      ・野菜スティックサラダ（人参、きゅうり、大根）    各 2 本     

      ・ヨーグルト                        1 個  

         

2 日目 

 

8：00    ・食パン（バター）                   半分 

・野菜スープ（キャベツ、人参、さやえんどう）      お茶碗 1 杯 

・魚肉ソーセージ                         1 本 

 ・りんご                           1/4 個 

12：00   ・そうめん（昆布出しつゆ、ごま、海苔）              1 束 

14：00   ・塩せんべい                           1 枚  

      ・幼児牛乳                            1 本 

対象女児の口唇 
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      ・ハイレモン                           3 粒 

16：00   ・グミ                              2 粒 

17：00   ・焼肉（肉、トウモロコシ、玉ねぎ、さつまいも、ポテト） 

      ・ぶどうジュース 

 

3 日目 

 

7：30 ・食パン（いちごジャム）                 半分 

 ・シラス入り卵焼き                    1 切れ 

 ・ソーセージ                        2 本 

 ・乳酸飲料                       1 本 

12：00 ・ごはん                       茶碗 1杯 

 ・かぼちゃの煮つけ                    2 つ 

 ・切り干し大根の煮物（椎茸、人参、ツナ、大豆）   5 口くらい 

 ・チーズ                          1 切 

15：30 ・幼児牛乳                        1 本 

 ・スティックゼリー リンゴ味                1 本 

 ・ミニ雪見大福                      1 個 

17：30 ・しらすごはん                    茶碗 1杯 

 ・お味噌汁（大根、小松菜、椎茸、ネギ）        茶碗 1杯 

 ・さんまの唐揚げ                    2 切れ 

 ・切り干し大根の煮物               5 口くらい 

 ・スイカ                         5 切れ 

 

２．食事バランス 

「食事バランスガイド」は 1日に「何を」、「どれだけ」食べたらよいかについ

て、実際の食事の選択に際して参考となるツールとして厚生労働省、農林水産省

より決定されたものである。食品ではなく、料理で表されていることが特徴であ

り、主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物のグループで過不足が生じると栄養

のバランスが悪くなることを意味している 8）。対象は６歳以上とされ 2 歳児の

食事バランスの検討には適さないと考えられたため「授乳・離乳の支援ガイド」

（厚生労働省発表）に示された１歳児の「食事バランスガイド」の使用を検討し

た 9）。1歳児の食事量は主食、副菜、主菜をそれぞれ大人の 1/2 弱、果物を 1/2

程度の割合が目安となり、牛乳は離乳の進行（完了）状況に応じるとされる。当

該女児は 2 歳であり、改めて日本人の食事摂取基準（2015 年版）11）の年齢区分

を参照したところ、1～2 歳は同区分に属し、食事摂取基準値もすべての栄養素

で同じであった。そこで 2歳児についても「食事バランスガイド」（1歳）の食

事量での検討が可能であると判断し、各料理区分別 1 日分の摂取目安量のコマ

を作成した（図１）。コマの内訳は上から主食：３SV（＝サービング）、副菜：

３SV、主菜２SV、牛乳・乳製品：１SV、果物：１SV である。それを基に女児の食

事を当てはめた。（図２） 
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Ⅳ．考察 

１．食事摂取状況および食事バランス 

女児の食事は、ごはんやめん類などの「主食」、さまざまな野菜を使った「副菜」、

卵、大豆、シラスやさんまといったタンパク質の豊富な「主菜」に果物が添えら

れ、ヨーグルト、チーズ、牛乳といった乳製品も入り、しっかりと健康を意識し

た献立づくりがされていると考えられる。カウプ指数は 16.2【体重(kg)÷身長

(cm)2×104 】で正常の範囲に位置し、良好な発育状態である 12）。 

（カウプ指数：乳幼児 (3 ヶ月〜5歳) の発育状態の程度を表す指数。13 未満や

せ・13～15 未満やせぎみ・15～18 未満正常・18～20 未満肥満ぎみ・20 以上肥

満） 

1 日目          2 日目          3 日目 

 

（図２）実際の女児の 3 日間の食事バランス 

（図１） 各料理区分別 1 日分の摂取目安量 

（厚生労働省 授乳・離乳の支援ガイドより改変） 
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また図２より食事バランスもほぼ過不足なく「主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品・

果物」の 5つの区分が取り入れられ、ご飯だけ、おかずだけといった偏りも見ら

れず、成長に必要な栄養素がしっかり摂れるバランスの取れた理想的な組み合

わせであると考えられる 9）10）。 

 

２．食形態 

日本小児歯科学会「小児科と小児歯科の保健検討委員会」によると離乳期から幼

児期前期の子どもが苦手な食材として以下のものが提言されている 13）。 

（ 幼児期前期：1～3 歳  幼児期後期：3～6 歳） 

１）ぺらぺらしたもの・・・レタス、わかめ 

２）皮が口に残るもの・・・豆、トマト 

３）硬すぎるもの・・・かたまり肉、エビ、イカ 

４）弾力のあるもの・・・こんにゃく、かまぼこ、きのこ 

５）口の中でまとまらないもの・・・ブロッコリー、ひき肉 

６）唾液を吸うもの・・・パン、ゆで卵、さつまいも 

７）匂いの強いもの・・・にら、しいたけ 

８）誤飲しやすいもの・・・こんにゃくゼリー、もち 

 

対象女児は幼児期前期で、第一乳臼歯は萌出し、噛む機能を発揮していると考

えられるが、乳歯列は未完成であり、大人と同じ咀嚼機能の獲得には至ってい

ない。食事記録には、ミニトマト、アメリカンドッグ、ピザ、ソーセージ、し

いたけ、大豆といったこの時期の子どもが苦手とされているものが随所に使用

され、調理形態は大人と同様である。切り干し大根や焼肉なども食べにくい料

理と考えられる 13）。それに対し女児は何でもよく食べると養育者は話している

ことから、噛むことができない食材を丸呑みしているのではないかとの懸念が

生じる 1）-7） 。おやつとして与えられている「グミ」は、非常に弾力があり、

乳歯列未完成の児には不適切である。「噛む」ことができないグミは「飲むお

やつ」になると考えられる。年上の兄弟がいる場合おやつの摂取時期が早くな

る傾向がある。また女児の開口を考えると、女児には鼻疾患等はなく、その原

因は口唇の力の弱さであると思われる 1）-7）。口唇は乳輪部にぴたりと密着し、

陰圧をかけて乳汁をすするなど哺乳運動に欠かせない役目を担っているが、離

乳食開始時になるとスプーンを上顎にこすりつけ離乳食を与える養育者が多

く、子どもの口唇の鍛錬はなされないままとなってしまう。本来スプーンは下

唇に乗せ、上唇が閉じて食べ物を口の中に取り込むのを待つべきであり、それ

が将来「唇を閉じて食べる」という「正しい食べ方」に繋がっていく 1）-7）。そ

ういった流れがおろそかになったまま、前述のような乳歯萌出の個人差も考え

ることなく月齢のみを追って離乳食の形態を進めていくことが、噛めないもの

を丸呑みにする子どもの増加に拍車をかける一因ではないかと考える。 
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３．乳幼児栄養調査 

平成 27 年度の乳幼児栄養調査によると離乳食について困ったことという質問

に対し「もぐもぐかみかみが少ない（丸のみしている）」と回答した０～２歳

児の保護者は 28.9％であり、1位の「作るのが大変」という回答 33.5％に次ぐ

結果であった 14）-16）。また、1歳以上の小児を対象とした「食事で困っている

こと」という質問に対しては、「よくかまない」が昭和 60 年度に 10.7％、平

成 7年度 12.6％、平成 17 年度 20.3％という結果が得られており、「噛まな

い」子どもの増加が明らかとなっている 14）-16）。このような「噛まない」ある

いは「噛めない」児の増加の背景にあるものの一つが、離乳食と歯の萌出およ

び口腔機能の発達が関連付けられて指導されていないということだと考えられ

る。厚生労働省「授乳・離乳の支援ガイド」には「咀しゃく機能は、奥歯が生

えるにともない乳歯の生え揃う 3歳頃までに獲得される。」と咀嚼機能につい

て触れられているものの、発達の目安については、離乳食の進行と併せ歯の萌

出の様子が参考として示されているに過ぎない 9）。実際の支援・指導の場にお

いての主たる離乳食の指導は「月齢通りの進め方」であり、保護者の多くが卒

乳すれば大人と全く同じものが食べられると考えている。栄養士・管理栄養士

も歯の萌出についての知識は深くなく、母子健康手帳においても「口腔の発達

からみた幼児食の進め方」の記載はみられないという様々な背景がある 13）。 

 

Ⅴ．結論 

月齢だけにとらわれることなく、口腔機能の発達に沿った離乳食、幼児食を進め

ていくことの意義および重要性を広く啓発していくべきである。「正しく食べ

る・正しく噛める」ことを育むために多職種が連携して支援をしていかなければ

ならない。 
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